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奉仕プロジェクト 

  委員会委員長 
 

会長 寺 島 英 樹 

幹事  佐 藤 宗 弘 

 宮 﨑 秀 剛 

佐 藤 卓 立  会報写真担当 

（１） 

 
 
◇と   き：令和7年1月6日（月） 
◇と こ ろ：ウエディング エルティ 
◇主   催：福島南ロータリークラブ 
◇主催クラブ：福島RC、福島北RC、福島東RC、福島西 

RC、福島中央RC、福島21RC、福島南RC 
◇ご 招 待：飯坂RC 
◇出 席 者：寺島英樹会長・朝倉久仁男会員・久米 

允彦会員・黒澤信之会員・佐久間政文 
会員・佐藤卓立会員・佐藤慶行会員・ 
宍戸順一会員・髙梨哲男会員・髙根典 
子会員・高橋智弘会員・西形健吉会員・ 
野尻榮一会員・松林克次会員・宮﨑秀 
剛会員・稽鐘源さん・佐藤宗弘幹事 

    （17名） 
◇司会 ホストクラブ実行委員  植松 みち子 様 
◇プログラム 
◇開会点鐘 ホストクラブ会長   赤間 浩一 様 
◇ロータリーソング 
「奉仕の理想」 
ソングリーダー 

伊藤 弘子 様 
 
 
 
 
 
◇会長挨拶、来賓並びに参加クラブ紹介 

ホストクラブ会長 赤間 浩一 様 

 
ご参会の皆様、新年明けましておめでとう御座います。 
本日はご多用中にも関わらず、ご来賓様はじめ多く

の皆様にご出席賜りまして誠に有難うございます。 
私は本日ホストを務めさせていただきます、福島南ロ
ータリークラブ第５４第会長の赤間 浩一と申します。
クラブ会員一同 皆様には楽しんで頂きたいと思って
おりますので、何卒よろしくお願いいたします。 

さて、２０２４年を振り返りますと、能登の震災か
ら始まり、各地での豪雨被害。記録的な円安や止まら
ない物価上昇、そして米不足などがありました。 
 私の会社は製造業なのですが、市内におきましても
パナソニックさんの工場閉鎖の発表をはじめ、各大手
の企業で大規模なリストラが実施されております。 
 年のせいなのか、悪いニュースばかりが目に付くよ
うになっておりますが、全国的に見ても良い出来事と
言えば大谷翔平選手のニュースくらいではないでしょ
うか。 
 このような世の中となっておりますが、今年２０２
５年を皆さんが良い年とするために、一度ロータリー
の基本を振り返ってみては如何でしょうか？ 
これほどの大先輩たちを目の前にして釈迦に説法とは
存じますが、ロータリークラブには目的がありますよ
ね。『意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、
これを育むことにある。』これを実践するために皆さん
は集っていると言う事になります。 
さらに奨励されている第一に『知り合いを広めるこ

とによって奉仕の機会とすること』とありますが、皆
さん、今日がチャンスですよ。 

ここにいる皆さんは同じ方向を向いている仲間です
から、知らない人がいてもすぐに知り合いになれちゃ
うと思いますし、酒が入れば尚更です。 
今年の干支、蛇は、脱皮をしながら成長する生き物

であるため、新しい挑戦や変化を受け入れるのに適し
た年と考えられています。経済的にも新しい機会や成
長が期待される年とされています。 
新しい知り合いが出来れば、新しい情報や考え方など 
自分自身に刺激を与える事ができ、ロータリーの目的
である自身の事業を育むことが出来るのではないでし
ょうか？ 
是非、なかなか無いこのような機会に他クラブとの

交流など、知り合いを広めて頂き、ご自身の事業の新
しい挑戦や成長へと繋げ、さらにここ福島の発展にま
で寄与して、皆様にとっても世の中にとっても幸せな
一年としていきましょう。 
結びに、本日ご参会の皆様と各ロータリークラブの

益々の発展とご健勝をご祈念致しまして、ホストクラ
ブ会長の挨拶とさせて頂きます。 
ありがとう御座いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 7年福島市内ロータリークラブ新年合同例会 
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◇来賓挨拶     福島県知事 内堀 雅雄 代理 
副知事 鈴木 正晃 様 

 
復興と地方創生の新たなステージに向けて 
 
謹んで新年の御挨拶を申し上げます。 
 昨年は、パリ２０２４オリンピック・パラリンピッ
クでの本県関係選手の活躍など、スポーツに関する明
るい話題が続いたほか、２０２６年春のふくしまデス
ティネーションキャンペーンの開催決定など、今後の
復興と地方創生を後押しする動きも数多く見られまし
た。 
また、震災と原発事故から間もなく１４年が経過す

る中、避難地域では、４つの町に認定された全ての特
定帰還居住区域において除染・解体作業が進められて
いるほか、県産農産物の輸出量が過去最高を記録し、
県内への移住者数も過去最多を更新するなど、これま
で続けてきた挑戦の成果が目に見える形となって現れ
てきています。 

一方で、廃炉と汚染水・処理水対策を始めとした原
子力災害に伴う様々な課題に加え、急激に進む人口減
少など、依然として困難な課題が山積しており、長い
戦いとなる本県の復興と「福島ならでは」の地方創生
を成し遂げるためには、今後も挑戦を続けていかなけ
ればなりません。 
まず、震災と原発事故からの復興・再生につきまし

ては、令和７年度が最終年度となる第２期復興・創生
期間後のステージを見据えながら、復興の進捗に伴っ
て生じる新たな課題やニーズに的確に対応していくと
ともに、被災者の生活再建や事業・生業の再生、帰還
に向けた環境整備などの課題に着実に取り組んでまい
ります。 

また、人口減少対策につきましては、急激な人口減
少のスピードをいかに緩やかにしていくかが重要とな
っていることから、様々な主体と危機感を共有しなが
ら、出会い・結婚から妊娠・出産、子育てのライフス
テージに応じた切れ目のない支援などの「自然減対策」
と、県内で働く魅力を発信し、若者の県内定着・還流
を図る取組や移住・定住の促進などの「社会減対策」
の両面から粘り強く取り組んでまいります 

今年４月からは、プレＤＣがスタートします。来年
の本番に向けた機運醸成を図りながら、多くの皆様に、
本県の様々な魅力と復興に向けて力強く歩み続ける福
島の今を「見て」「食べて」「感じて」いただけるよ
う、準備を進めてまいります。 

今後も、県民の皆様と共に、挑戦を続けてまいりま
すので、一層の御支援、御協力をお願い申し上げ、新
年の御挨拶といたします。 
 

福島市長 木幡 浩 様 

 
明けましておめでとうございます。 
市内ロータリークラブの皆様には長年にわたり、崇

高な理念と社会奉仕の精神の基に、社会貢献活動を続
けておられますことに対し、心から感謝と敬意を表し
ます。 
能登半島地震で始まった昨年は、国内外で災害や紛

争が絶えず、物価高騰は日々の生活や事業活動を圧迫
し、コロナ禍を経て人口減少は深刻化するなど、何か
と空気の重い一年でした。 
一方で、賃上げの久々の広がりはデフレに慣れてし

まった心に上向きの変化をもたらし、遠藤裕美選手や
室屋義秀選手、若元春・若隆景、福島ユナイテッドな
ど、本市スポーツ関係者のめざましい活躍は明るい希
望を与えてくれました。市政においても、観光客や移
住者、新規就農者の数やふるさと納税額が過去最高を
更新し、公立夜間中学「天神スクール」の開校、パー
トナーシップ制度の導入など、これまでの殻を破る新
たな動きが続いています。 
ロータリアンの皆様には地域社会のリーダーとして

各分野で活動に取り組まれ、市が進める市民共創のま
ちづくりをけん引する原動力となっております。また、
本年３月には、市民活動の新たな拠点となる市民セン
ターが整備されます。市民センター開設をきっかけに、
新たな共創を生み出す扉が開き、市民の皆様と行政が
これまで以上に連携が図られるものと考えております。 
今後も「共創のまちづくり」の意識を高める取り組

みや、まちづくりに関わったことがない人も気軽に参
加できるような仕組みを検討し、「共創のまちづくり」
を推進してまいりますので、引き続き、一層のご支援、
ご協力をよろしくお願いいたします。 
本年が皆様にとって健康で幸多き年となりますよう

心からご祈念申し上げます。 
 
◇閉会点鐘   ホストクラブ会長 赤間 浩一 様 
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◇司会 ホストクラブ副実行委員長 佐久間 功 様 
◇祝奏     藤田 友喜 様  藤田 博子 様 

◇ごあいさつ 
ホストクラブ会長 赤間 浩一 様 

RID2530パストガバナー 大橋 廣治 様 

◇鏡開き（ご発声） 
RID2530 パストガバナー 阿久津 肇 様 

◇乾 杯 
RID2530 パストガバナー 芳賀 裕 様 

◇中締め 
RID2530 パストガバナー 右近 八郎 様 

 

 
 
 
◇と   き：令和7年1月6日（月） 
◇と こ ろ：久代 
◇出 席 者：寺島英樹会長・久米允彦会員・黒澤 

信之会員・佐久間政文会員・佐藤卓 
立会員・佐藤慶行会員・髙梨哲男会 
員・高橋智弘会員・野尻榮一会員・ 
宮﨑秀剛会員・稽鐘源さん・佐藤宗 
弘幹事・小澤陽子事務局員（13名） 

◇ごあいさつ         寺島 英樹 会長 
               稽  鐘源 さん 
◇乾 杯           高橋 智弘 会員 
◇中締め       宮﨑 秀剛 会長エレクト 
◇会報カメラ担当 
公共イメージ委員会     佐藤 卓立 委員長 

 

祝   宴 

福島西ロータリークラブ新年会 


